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は
じ
め
に

　
辛
亥
革
命
に
関
す
る
評
価
は
、
共
産
主
義
を
標
榜
す
る
中
華
人
民
共
和
国
の

誕
生
と
い
う
あ
ま
り
に
巨
大
な
歴
史
的
事
件
の
発
生
に
よ
り
、
共
産
主
義
国
家

の
誕
生
に
対
す
る
評
価
に
付
随
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
共
産
主
義
革
命
に
先

行
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
革
命
と
さ
れ
て
き
た
期
間
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
近
年
で
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
革
命
を
経
て
共
産
主
義
革
命
に
至
る
と

い
う
唯
物
論
的
史
観
の
衰
退
に
加
え
て
、
孫
文
を
中
心
と
す
る
革
命
派
の
動
向

に
偏
重
し
た
研
究
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
革
命
派
と
の
対
比
で
立
憲
派
、
あ
る

い
は
守
旧
派
と
さ
れ
て
き
た
人
々
の
革
命
に
対
す
る
貢
献
の
見
直
し
や
、
袁
世

凱
の
再
評
価
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
に
お
け
る
教
科
書
問
題
に
端
を

発
し
た
、
辛
亥
革
命
と
い
う
言
葉
の
使
用
そ
の
も
の
に
対
す
る
疑
義
の
表
明
な

ど
が
行
わ
れ
、
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
大
陸
に
お
け
る
政
体
の
大
変
動
で
あ
る

辛
亥
革
命
に
対
す
る
研
究
は
多
様
化
し
て
い
る
。

　
直
近
で
は
、
後
に
帝
政
復
活
を
謀
っ
た
袁
世
凱
と
比
べ
て
、
従
来
は
民
主
側
、

先
進
側
と
の
評
価
を
受
け
、
あ
ま
り
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
宋
教

仁
が
率
い
た
国
民
党
に
対
し
て
も
、
そ
の
選
挙
戦
の
手
法
や
、
選
挙
後
の
振
る

舞
い
に
つ
い
て
、
多
く
の
国
民
か
ら
幻
滅
を
招
き
、
そ
れ
が
帝
政
の
復
活
に
つ

な
が
っ
た
と
い
っ
た
研
究
も
現
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
武
昌
起
義
前
後
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
紙
上
に
お
け
る
革
命
・
光
復
・

共
和
と
い
っ
た
言
葉
の
使
用
法
の
分
析
や
、
孫
文
の
死
後
、
北
伐
前
後
に
お
け

（
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権
威
化
す
る
辛
亥
革
命
―
―
安
民
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と
李
西
屏
を
中
心
に
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武
昌
起
義
に
お
い
て
都
督
に
推
さ
れ
た
黎
元
洪
が
、
実
質
的
な
清
朝
か
ら
の
独
立
宣
言
と
な
る
安
民
布
告
へ
の
署
名
を
渋
り
、
そ
れ
に
苛
立
っ
た
李
西
屏
が
黎
に

代
わ
っ
て
署
名
し
、満
座
の
喝
采
の
中
で
そ
れ
が
布
告
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
は
、そ
の
逸
話
の
舞
台
と
な
っ
た
湖
北
省
諮
議
局
が
改
装
さ
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る『
辛

亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
』
内
に
、
布
告
書
と
そ
れ
に
代
署
し
た
李
の
肖
像
写
真
が
並
ん
で
展
示
さ
れ
て
い
る
程
、
公
的
に
認
知
も
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
た
逸
話
で

あ
る
。
し
か
し
、
初
版
時
と
再
版
時
に
お
け
る
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
に
記
録
さ
れ
た
安
民
布
告
発
布
の
状
況
の
違
い
や
、
様
々
な
人
物
が
残
し
た
回
想
録
を
分
析

す
れ
ば
、
こ
の
逸
話
が
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
か
け
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
「
物
語
」
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
物
語
の

主
人
公
で
あ
る
李
西
屏
が
、
国
民
党
か
ら
共
産
党
へ
と
い
う
政
権
移
動
の
中
で
、
政
治
的
権
威
を
獲
得
し
た
軌
跡
と
も
重
な
っ
た
、
辛
亥
革
命
と
い
う
歴
史
的
事
象

の
「
権
威
化
」
が
存
在
し
て
い
る
。
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る
国
民
党
政
権
の
宣
伝
活
動
を
通
じ
て
、
辛
亥
革
命
と
い
う
言
葉
が
、
元
来
は
、

武
昌
起
義
そ
の
も
の
、
広
義
で
も
清
朝
側
と
の
和
議
ま
で
に
起
こ
っ
た
反
乱
行

為
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
偉
大
な
革
命
家
孫
文
に
よ
っ
て
成
し

遂
げ
ら
れ
た
中
華
民
国
建
国
の
革
命
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
換
言
す
れ
ば

辛
亥
革
命
の
「
物
語
化
」
こ
そ
が
筆
者
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
一
端
と

し
て
、
留
日
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
辛
亥
革
命
時
の
赤
十
字
活
動
の
記
録
か
ら

も
辛
亥
革
命
の
「
物
語
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
垣
間
見
え
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
本
論
で
は
、
革
命
派
兵
士
と
し
て
武
昌
起
義
に
参
加
し
た
李
西
屏
な
る
人
物

が
、
辛
亥
革
命
と
い
う
大
き
な
「
物
語
」、
す
な
わ
ち
、
先
覚
者
孫
文
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
中
華
民
国
の
創
造
と
し
て
再
構
築
さ
れ
て
い
く
歴
史
の
中

に
、
自
ら
の
功
績
を
刻
み
込
み
、
ま
た
、
そ
れ
を
根
拠
に
し
て
新
中
国
誕
生
後

の
湖
北
省
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
れ
は
、
辛
亥
革

命
と
い
う
概
念
が
、
事
実
か
ら
乖
離
し
た
「
物
語
化
」
を
経
た
う
え
で
流
布
し
、

や
が
て
権
威
化
し
て
い
っ
た
過
程
を
も
示
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

１
　
李
西
屏
と
辛
亥
革
命

　
武
昌
起
義
に
お
い
て
都
督
に
推
さ
れ
た
黎
元
洪
が
、
実
質
的
な
清
朝
か
ら
の

独
立
宣
言
と
な
る
安
民
布
告
へ
の
署
名
を
渋
り
、
そ
れ
に
苛
立
っ
た
若
い
革
命

派
の
兵
士
が
、
黎
に
代
わ
っ
て
署
名
し
、
満
座
の
喝
采
の
中
で
そ
れ
が
布
告
さ

れ
た
と
い
う
逸
話
は
、
そ
の
逸
話
の
舞
台
と
な
っ
た
湖
北
省
諮
議
局
が
改
装
さ

れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
『
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
』
内
に
、
布
告
書
と
そ

れ
に
代
署
し
た
兵
士
の
肖
像
写
真
が
並
ん
で
展
示
さ
れ
て
い
る
程
（
※
写
真
参

照
）、
公
的
に
認
知
も
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
た
逸
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

（
3
）

辛亥革命武昌起義博物館展示（『李西屏文集』より）
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権威化する辛亥革命（坂本）

肖
像
写
真
の
人
物
こ
そ
が
李
西
屏
で
あ
る
。

　
陳
玉
堂
編
著
『
中
国
近
現
代
人
物
名
号
大
辞
典
』（
浙
江
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
李
西
屏
（
一
八
八
八
～
一
九
六
〇
）
は
湖
北
省
出

身
、
名
は
翊
東
、
字
は
行
。
湖
北
省
新
軍
の
測
量
製
図
学
校
に
入
学
し
、
革
命

組
織
共
進
会
に
入
会
、武
昌
起
義
に
は
測
量
製
図
学
校
の
学
生
を
率
い
て
参
加
、

宋
教
仁
暗
殺
に
端
を
発
し
た
二
次
革
命
の
失
敗
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、

一
九
二
二
年
の
帰
国
後
は
、
孫
文
の
広
州
大
本
営
の
技
師
と
な
り
、
一
九
二
八

年
に
は
故
郷
の
湖
北
に
戻
り
、
漢
口
市
特
別
党
部
委
員
を
始
め
、
国
民
党
内
の

様
々
な
役
職
に
就
き
、
新
中
国
成
立
後
は
中
国
国
民
党
革
命
委
員
会
に
籍
を
持

つ
古
参
革
命
家
と
し
て
、
湖
北
省
人
民
政
府
委
員
等
の
重
職
に
つ
い
た
人
物
で

あ
る
。

　
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
李
西
屏
に
関
す
る
研
究
は
中
国
に
も
日
本
に
も
見

当
た
ら
ず
、
中
国
に
お
け
る
黎
元
洪
の
事
績
の
研
究
に
お
い
て
、
章
太
炎
が
作

成
し
た
黎
元
洪
の
墓
碑
に
つ
い
て
、
事
実
と
か
け
離
れ
た
称
賛
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
章
太
炎
に
そ
の
書
き
直
し
を
迫
っ
た
人
物
と
し
て
現
れ
る
の

み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
共
進
会
に
属
し
た
元
湖
北
新
軍
革
命
派
の
人

物
と
簡
潔
に
描
写
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
現
在
ま
で
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
研
究
の
端
緒
も
、
黎
元
洪
に
つ
い
て
調
査
す
る
中
で
、
安
民
布
告
の
発
布

に
つ
い
て
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
一
九
二
九
年
上
海
民
智
書
局
出
版
の
旧
版
に
、

　 「
衆
遂
高
呼
挙
為
都
督
、
黎
噤
不
作
声
、
有
一
同
志
持
一
布
告
、
請
於
都
督
下
、

署
黎
名
、
黎
猶
遅
疑
、
蔡
済
民
以
手
槍
擬
之
曰
、
事
急
矣
、
公
若
不
為
都
督
、

則
我
等
願
死
於
公
前
、
言
時
声
涙
俱
下
、
黎
頗
感
動
、
同
志
復
有
脅
之
者
、

乃
挙
筆
書
之
」

　 

訳
文

：

衆
が
つ
い
に
都
督
就
任
を
声
高
ら
か
に
要
請
し
た
が
、
黎
は
押
し

黙
っ
て
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
一
人
の
同
志
が
布
告
文
を
持
っ
て
き
て
、
都

督
と
し
て
の
署
名
を
黎
に
請
う
た
が
、
黎
は
な
お
躊
躇
し
た
。
蔡
済
民
が
ピ

ス
ト
ル
を
手
に
し
て
、「
事
は
急
を
要
し
ま
す
、あ
な
た
が
も
し
都
督
に
な
っ

て
く
れ
な
い
の
な
ら
な
ら
、
我
々
は
あ
な
た
の
前
で
自
決
し
ま
す
」
と
、
涙

を
流
し
て
訴
え
た
と
こ
ろ
、
黎
は
大
変
に
感
動
し
、
同
志
に
は
黎
を
脅
す
も

の
も
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
に
筆
を
と
っ
て
署
名
し
た
。

と
あ
っ
て
、
李
西
屏
は
、
黎
元
洪
に
代
わ
っ
て
署
名
を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
登
場

さ
え
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
三
九
年
上
海
商
務
印
書
館
に
よ
り

再
版
さ
れ
た
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
で
は
、

　 「
衆
遂
高
呼
挙
為
都
督
、
黎
噤
不
作
声
、
李
翊
東
手
持
一
安
民
布
告
、
請
於

都
督
下
、
署
黎
名
、
黎
猶
遅
疑
、
蔡
済
民
以
手
槍
擬
之
曰
、
事
急
矣
、
公
若

不
為
都
督
、
則
我
等
願
死
於
公
前
、
言
時
声
涙
俱
下
、
黎
頗
感
動
、
同
志
復

有
脅
之
者
、
乃
挙
筆
書
之
」

と
、
布
告
文
を
持
っ
て
い
た
の
は
李
翊
東
（
＝
西
屏
）
で
あ
る
と
改
変
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
紀
念
辛
亥
革
命
一
百
周
年
を
う
た
っ
て
、
出
版
さ
れ
た
武
昌
辛
亥
革
命
研
究

中
心
編
『
李
西
屛
文
集
』（
湖
北
人
民
出
版
社
二
〇
一
〇
年
）
に
は
武
漢
大
学

歴
史
系
の
教
授
、
馮
天
瑜
が
序
言
を
寄
せ
、

　 「
先
生
力
逼
黎
元
洪
出
主
湖
北
軍
政
府
、
代
黎
僉
署
第
一
份
昭
示
天
下
的
革

命
文
告
、
此
為
辛
亥
首
義
的
一
段
伝
奇
式
佳
話
」

　 
訳
文

：

李
西
屏
は
黎
元
洪
に
湖
北
軍
政
府
の
主
に
な
る
よ
う
強
く
迫
り
、
黎

に
代
わ
っ
て
最
初
に
天
下
に
革
命
を
昭
か
に
示
し
た
文
書
に
署
名
し
た
。
こ

れ
は
辛
亥
首
義
の
伝
奇
的
な
美
談
で
あ
る
。

　
と
あ
っ
て
、
新
旧
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
と
並
べ
れ
ば
、
こ
の
安
民
布
告
に

関
す
る
“
伝
奇
式
佳
話
”
が
、「
誰
か
が
持
っ
て
い
た
布
告
文
に
黎
元
洪
が
署

（
4
）
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名
し
た
」
か
ら
、「
李
西
屏
が
持
っ
て
い
た
布
告
文
に
黎
元
洪
が
署
名
し
た
」

を
経
て
、「
脅
し
て
も
署
名
を
渋
っ
た
黎
元
洪
に
代
わ
っ
て
李
西
屏
が
署
名
し

た
」
と
徐
々
に
物
語
と
し
て
の
演
劇
性
が
整
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
そ
の
遺
物

が
博
物
館
に
展
示
さ
れ
う
る
公
認
性
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

２
　
記
録
の
中
の
安
民
布
告

　
・
李
西
屏
『
武
昌
首
義
紀
事
』
に
お
け
る
安
民
布
告

　
先
に
紹
介
し
た
『
李
西
屏
文
集
』
に
は
、
日
中
戦
争
の
さ
な
か
に
執
筆
さ
れ

た
、
李
西
屏
自
身
の
武
昌
起
義
回
想
録
で
あ
る
『
武
昌
首
義
紀
事
』
が
収
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
革
命
の
勃
発
に
動
揺
す
る
測
量
製
図
学
校
生
徒
を
一

喝
し
て
ま
と
め
上
げ
、
革
命
に
参
加
さ
せ
た
活
躍
の
他
、
安
民
布
告
発
布
に
お

け
る
李
西
屏
の
役
割
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　 

　
衆
擁
黎
至
諮
議
局
楼
上
、
呼
挙
黎
為
都
督
、
黎
堅
不
承
認
、
翊
東
乃
持
一

宿
写
就
之
安
民
布
告
、
上
奉
黎
曰

：
“
請
于
都
督
御
下
、
署
一
黎
字
。”
黎

畏
縮
舌
顫
曰

：

“
勿
害
我
。”
翊
東
怒
、
手
秉
長
銃
示
之
曰

：

“
汝
靦
顔
事
仇
、

官
至
統
領
、
豈
大
漢
黄
帝
子
孫
耶
？
罪
不
容
于
死
。
今
不
汝
罪
、
挙
為
都
督
、

反
拒
絶
之
、
豈
非
生
成
奴
性
、
仍
欲
効
忠
于
敵
耶
？
余
殺
汝
、
別
挙
賢
能
。”

蔡
済
民
、
陳
磊
急
掣
翊
東
肘
曰

：

“
慎
勿
発
銃
。”
黎
益
瑟
縮
不
語
。
翊
東

乃
援
筆
代
書
一
“
黎
”
字
、
衆
鼓
掌
称
善
、
遂
置
黎
于
楼
上
室
内
、
以
戈
守

之
。

　 

訳
文

：
皆
が
諮
議
局
に
黎
元
洪
を
連
れ
て
来
る
と
、
黎
を
都
督
に
推
す
声
が

あ
が
っ
た
が
、
黎
は
堅
く
拒
ん
だ
、
李
西
屏
が
書
き
あ
が
っ
て
る
安
民
布
告

の
書
を
手
に
し
、
黎
に
奉
っ
て
「
ど
う
ぞ
、
都
督
名
義
で
黎
の
一
字
の
ご
署

名
を
」
と
言
う
と
、
黎
は
恐
れ
て
舌
を
縮
ま
せ
震
え
て
「
我
を
害
す
る
こ
と

な
か
れ
」
と
言
っ
た
。
李
は
怒
っ
て
手
に
し
た
ラ
イ
フ
ル
を
見
せ
つ
け
「
あ

な
た
は
恥
知
ら
ず
に
も
、
漢
民
族
の
仇
で
あ
る
清
朝
で
官
に
就
き
、
湖
北
新

軍
の
統
領
に
ま
で
至
っ
た
、
そ
れ
ど
う
し
て
偉
大
な
漢
族
の
始
祖
で
あ
る
黄

帝
の
子
孫
だ
と
言
え
る
の
か
、
死
を
逃
れ
な
い
罪
で
あ
る
の
に
、
今
、
あ
な

た
を
罪
と
せ
ず
に
、
都
督
に
就
け
よ
う
と
い
う
の
に
、
そ
れ
を
拒
む
と
は
、

生
ま
れ
つ
い
て
の
奴
隷
根
性
じ
ゃ
な
い
か
、
ま
だ
敵
に
忠
義
を
尽
く
そ
う
と

い
う
の
か
、
あ
な
た
を
殺
し
て
、
別
の
賢
能
な
人
物
を
挙
げ
よ
う
」
と
言
っ

た
の
で
、
蔡
済
民
、
陳
磊
が
慌
て
て
「
落
ち
着
け
、
発
砲
す
る
な
」
と
李
を

制
止
し
た
。
黎
は
さ
ら
に
縮
み
あ
が
っ
て
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
つ
い
に
李
が

筆
を
と
っ
て
黎
の
一
字
を
代
署
す
る
と
、
皆
が
称
え
て
拍
手
し
た
。
そ
し
て

黎
は
建
物
の
一
室
に
置
か
れ
て
、
守
衛
を
つ
け
て
守
ら
せ
た
。

　『
中
国
国
民
党
史
稿
』
で
は
自
ら
の
死
を
賭
け
て
、
渋
る
黎
に
署
名
を
迫
っ

た
蔡
済
民
が
、
李
西
屏
の
回
想
で
は
、
銃
を
突
き
つ
け
て
署
名
を
迫
っ
た
李
を

制
肘
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
非
常
に
演
劇
的
な
描
写
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
物
の
役
割
に
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら

の
安
民
布
告
に
ま
つ
わ
る
逸
話
も
、
事
実
か
ら
乖
離
し
て
物
語
化
さ
れ
て
い
る

疑
念
を
抱
か
せ
る
。

　『
中
国
国
民
党
史
稿
』
の
作
者
で
あ
る
鄒
魯
も
、
校
正
者
で
あ
る
胡
漢
民
も
、

武
昌
起
義
に
直
接
参
加
し
た
人
物
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
中
国
国
民
党

史
稿
』
の
武
昌
起
義
に
関
す
る
記
述
は
第
三
者
の
伝
聞
情
報
を
元
に
、
鄒
魯
あ

る
い
は
胡
漢
民
に
よ
る
取
捨
選
択
の
結
果
、
記
録
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　『
中
国
国
民
党
史
稿
』（
旧
版
）
に
は
、
後
に
湖
北
軍
都
督
に
ま
つ
り
上
げ
ら

れ
る
黎
元
洪
が
、
蔡
済
民
率
い
る
革
命
軍
兵
士
達
に
よ
っ
て
、
革
命
に
お
び
え

不
様
に
も
床
（
寝
台
）
下
に
隠
れ
て
い
る
所
を
見
つ
か
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ

り
、
ま
た
、
章
末
の
注
記
に
は
、
一
九
一
八
年
に
執
筆
さ
れ
た
熊
秉
坤
の
回
想
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録
『
武
昌
起
義
談
』
を
引
用
し
て
、
黎
元
洪
が
別
の
人
物
に
よ
っ
て
寝
台
の
下

か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
異
説
も
記
載
し
て
い
る
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
引
用
元
で
あ
る
熊
秉
坤
の
『
武
昌
起
義
談
』
に
は
、「
黎

初
避
不
見
、
環
懇
再
三
、
欲
逸
不
得
、
始
出
見
」（
訳
文

：

黎
は
最
初
出
て
行

く
こ
と
を
さ
け
て
い
た
が
、
な
お
再
三
に
わ
た
っ
て
懇
願
さ
れ
、
逃
げ
よ
う
に

も
そ
れ
が
で
き
な
い
と
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
出
て
き
た
）
と
あ
る
が
、『
中
国

国
民
党
史
稿
』
の
引
用
で
は
、「
黎
初
避
入
床
下
不
見
、
環
懇
再
三
、
欲
逸
不
得
、

始
出
見
」
と
、
原
文
に
無
い
「
入
床
下
」
の
三
文
字
が
書
き
足
さ
れ
て
お
り
、

『
中
国
国
民
党
史
稿
』
の
作
者
で
あ
る
鄒
魯
は
、
史
料
の
改
変
を
も
憚
か
ら
ず
、

黎
元
洪
を
滑
稽
化
し
て
記
録
に
残
そ
う
と
し
た
意
図
が
窺
え
る
。

　
仮
に
、
旧
版
が
出
版
さ
れ
た
一
九
二
九
年
ま
で
に
、
後
年
、
李
翊
東
が
回
想

し
た
よ
う
に
、
渋
る
黎
元
洪
に
代
わ
っ
て
李
西
屏
が
安
民
布
告
に
署
名
し
た
と

い
う
「
物
語
」
が
存
在
し
た
の
な
ら
、『
中
国
国
民
党
史
稿
』
は
、
寝
台
の
下

に
隠
れ
入
て
い
た
黎
元
洪
の
様
に
、
安
民
布
告
に
署
名
し
な
か
っ
た
黎
元
洪
を

記
録
に
残
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
華
民
国
が
誕
生
し
た
後
、
湖
北
省
内

部
で
革
命
派
と
黎
元
洪
派
の
間
に
起
こ
っ
た
権
力
闘
争
の
中
で
、
黎
元
洪
を
貶

め
る
為
に
、
革
命
に
お
び
え
て
寝
台
の
下
で
震
え
て
い
た
と
い
う
床
下
都
督
の

逸
話
を
創
造
し
た
湖
北
省
革
命
派
も
、『
中
国
国
民
党
史
稿
』
に
先
ん
じ
て
、

笑
話
と
し
て
潤
色
し
、
床
下
都
督
同
様
に
、
震
え
て
署
名
で
き
な
か
っ
た
都
督

と
し
て
、
宣
伝
に
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
そ
の
よ
う
な
事
例

は
見
当
た
ら
な
い
。

　
・
様
々
な
回
想
録
中
に
お
け
る
安
民
布
告

　
中
国
史
学
会
が
主
編
し
た
『
中
国
近
代
史
資
料
叢
刊
　
辛
亥
革
命
』（
上
海

書
店
出
版
社
一
九
五
七
年
）
と
、
全
国
・
湖
北
省
・
天
津
市
・
武
漢
市
・
黄
陂

県
政
協
文
史
資
料
委
員
会
が
合
同
編
集
し
た
『
民
国
大
総
統
黎
元
洪
』（
中
国

文
史
出
版
社
一
九
九
一
年
）
に
は
、
辛
亥
革
命
に
参
加
し
た
人
物
の
回
想
録
が

多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
黎
元
洪
の
都
督
就
任
に
関
し
て
ど
う
記

述
し
て
い
る
の
か
。
黎
の
都
督
就
任
に
至
る
前
で
記
述
が
終
了
し
て
い
る
も
の

は
省
き
、そ
の
概
略
を
羅
列
す
る
。（
※『
中
国
近
代
史
資
料
叢
刊
　
辛
亥
革
命
』

に
掲
載
の
も
の
は
「
辛
亥
」、『
民
国
大
総
統
黎
元
洪
』
に
掲
載
の
も
の
は
「
総

統
」
と
し
た
。
な
お
、
李
西
屏
の
『
武
昌
首
義
紀
事
』
は
「
総
統
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
両
書
と
も
回
想
録
の
執
筆
時
期
を

示
し
て
い
な
い
た
め
、
執
筆
時
期
は
羅
福
恵
・
朱
英
圭
編
『
辛
亥
革
命
的
百
年

記
憶
与
詮
釈
第
三
巻
』（
華
中
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
第
一
章
、

第
二
章
を
参
考
に
推
定
し
た
）

　
①
一
九
二
九
年
　
呉
醒
漢
『
武
昌
起
義
三
日
記
』（
辛
亥
）

　
　 

測
量
製
図
学
校
生
は
諮
議
局
の
守
衛
を
務
め
て
、
お
そ
ら
く
、
李
西
屏
と

陳
磊
の
二
人
で
あ
っ
た
ろ
う
が
黎
を
罵
っ
た
り
、
銃
で
脅
し
た
り
し
た
。

安
民
布
告
に
は
衆
議
に
し
た
が
っ
て
黎
が
印
を
押
し
た
。

　
②
一
九
一
八
年
　
熊
秉
坤
『
武
昌
起
義
談
』（
辛
亥
）（
総
統
）

　
　 

諮
議
局
で
軍
政
府
設
立
の
会
議
が
開
か
れ
、
連
れ
て
こ
ら
れ
た
黎
元
洪
は

都
督
に
推
さ
れ
た
が
、
意
を
決
せ
ず
に
い
た
。
副
官
の
王
安
瀾
が
泣
い
て

就
任
せ
ぬ
よ
う
諌
め
る
と
、
怒
っ
た
面
々
が
王
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
黎

が
泣
い
て
そ
れ
を
止
め
さ
せ
た
。
み
な
が
黎
の
名
で
布
告
を
発
す
る
こ
と

と
し
、
黎
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
③
執
筆
年
不
明
　
鄧
玉
麟
『
辛
亥
武
昌
起
義
経
過
』（
辛
亥
）

　
　 
陰
暦
二
十
日
午
前
十
時
、
皆
で
都
督
を
黎
元
洪
、
民
政
担
当
を
湯
化
龍
に

推
し
、
軍
政
府
の
成
立
を
宣
告
し
た
。

　
④
執
筆
年
不
明
　
剣
農
『
武
漢
革
命
始
末
記
』（
辛
亥
）

　
　 

軍
官
達
は
革
命
が
す
で
に
成
っ
た
こ
と
を
見
て
、
統
率
を
取
る
こ
と
が
で

（
5
）
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き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
湖
北
新
軍
二
十
一
混
成
協
の
協
統
で
あ
っ
た

黎
元
洪
に
都
督
就
任
を
請
う
こ
と
に
し
た
。
黎
は
事
こ
こ
に
到
っ
て
、
つ

い
に
そ
れ
を
承
諾
し
た
が
、
一
般
市
民
を
不
安
に
さ
せ
な
い
こ
と
と
、
有

力
者
達
を
集
め
て
善
後
策
を
協
議
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

　
⑤
一
九
四
五
年
　
張
難
先
『
湖
北
革
命
知
之
録
』（
辛
亥
）

　
　 

諮
議
局
に
お
い
て
黎
元
洪
は
都
督
に
推
さ
れ
た
が
、
承
諾
し
な
か
っ
た
、

革
命
派
兵
士
の
朱
樹
烈
が
自
刃
し
、
血
が
飛
び
散
る
と
、
黎
は
驚
い
て
身

動
き
も
出
来
な
か
っ
た
。李
西
屏
が
用
意
し
て
あ
っ
た
安
民
布
告
を
手
に
、

都
督
名
義
の
署
名
を
迫
っ
た
が
、
黎
は
拒
ん
だ
。
そ
こ
で
、
李
が
「
私
が

代
署
す
る
が
、
何
か
問
題
で
も
あ
る
か
」
と
言
う
と
、
皆
は
拍
手
で
賛
成

し
た
。
李
が
代
署
し
、
書
記
が
そ
れ
を
清
書
し
て
街
中
に
張
り
出
し
、
黎

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
⑥
一
九
二
七
年
　
曹
亜
伯
『
武
昌
革
命
真
史
』（
辛
亥
）

　
　 

諮
議
局
で
黎
元
洪
は
、
皆
か
ら
都
督
に
推
挙
さ
れ
た
が
、
固
辞
し
続
け
、

再
三
に
わ
た
っ
て
帰
宅
し
た
い
と
懇
願
す
る
の
で
、
兵
を
付
け
て
官
舎
に

返
し
、
厳
し
く
警
戒
し
武
昌
城
の
外
に
出
な
い
よ
う
厳
命
し
た
。
ま
た
一

説
で
は
、
諮
議
局
で
都
督
に
推
さ
れ
た
黎
元
洪
は
「
我
を
害
す
る
こ
と
な

か
れ
」
と
言
っ
て
固
辞
し
、
李
西
屏
が
ラ
イ
フ
ル
を
手
に
「
あ
な
た
の
よ

う
な
満
州
族
の
奴
隷
は
殺
さ
れ
て
当
然
な
の
に
、
今
、
殺
す
ど
こ
ろ
か
、

都
督
に
推
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
で
も
断
る
と
い
う
あ
な
た
は
、
満
州
族
の

奴
隷
に
あ
ま
ん
ず
る
の
か
、
私
は
あ
な
た
を
殺
し
て
、
呉
兆
麟
を
都
督
に

つ
け
る
」
と
言
っ
た
。
黎
は
大
い
に
驚
き
、
陳
磊
と
蔡
済
民
が
李
を
制
止

し
た
。
皆
は
黎
を
一
室
に
軟
禁
し
、
つ
い
に
黎
の
名
義
で
布
告
し
た
。

　
⑦
一
九
四
四
年
　
章
裕
昆
『
文
学
社
武
昌
首
義
紀
実
』（
総
統
）

　
　 

諮
議
局
で
黎
元
洪
は
都
督
に
推
さ
れ
た
が
、
承
諾
し
な
か
っ
た
。
諮
議
局

議
長
の
湯
化
龍
が
現
れ
、
革
命
軍
の
蔡
済
民
と
協
議
し
、
暫
定
的
に
二
つ

の
機
関
を
作
る
こ
と
と
し
、
秘
書
処
は
湯
化
龍
が
処
長
と
な
り
、
布
告
文

を
発
し
人
心
を
安
定
さ
せ
る
な
ど
し
、謀
略
処
は
蔡
済
民
が
処
長
と
な
り
、

軍
を
指
揮
し
、
人
心
が
落
ち
着
い
た
。

　
⑧
一
九
四
四
年
　
胡
祖
舜
『
六
十
談
往
』（
総
統
）

　
　 

黎
は
都
督
の
就
任
を
渋
り
、
現
状
の
安
定
化
に
つ
い
て
請
わ
れ
て
も
何
も

語
ら
な
か
っ
た
。
李
西
屏
が
用
意
し
て
あ
っ
た
安
民
布
告
に
黎
に
署
名
す

る
よ
う
に
請
う
て
も
、
黎
は
拒
絶
し
た
。
李
が
ラ
イ
フ
ル
で
脅
す
と
、
蔡

済
民
、
陳
磊
ら
が
そ
れ
を
制
止
し
、
李
が
憤
っ
て
代
署
し
た
。

　
⑨ 

執
筆
年
不
明
　
甘
績
熙
『
躬
与
辛
亥
武
昌
首
義
及
陽
夏
鏖
之
経
過
情
形
実

録
』（
総
統
）

　
　 

皆
が
黎
を
都
督
に
推
し
、
ま
た
、
都
督
名
義
で
安
民
の
布
告
を
す
る
こ
と

に
賛
成
し
た
が
、
黎
は
畏
縮
し
、
声
を
震
わ
せ
「
我
を
害
す
る
こ
と
な
か

れ
」
と
言
っ
て
拒
絶
し
た
。
李
西
屏
が
ラ
イ
フ
ル
を
と
っ
て
脅
す
と
、
黎

は
お
そ
れ
て
初
め
て
承
諾
し
た
。

　
⑩
執
筆
年
不
明
　
李
春
萱
『
辛
亥
首
義
紀
事
本
末
』（
総
統
）

　
　 

陰
暦
二
十
日
に
は
午
前
と
午
後
に
会
議
が
っ
た
。
午
前
は
諮
議
局
議
員
が

多
く
参
加
し
、
議
長
の
湯
化
龍
の
役
職
と
黎
元
洪
を
都
督
に
推
挙
す
る
こ

と
が
議
題
と
な
っ
た
。
午
後
、
少
数
の
革
命
同
志
が
会
議
し
、
議
場
の
黎

に
都
督
就
任
を
強
く
迫
っ
た
。
黎
の
承
諾
は
な
い
も
の
の
、
軍
政
府
は
既

に
成
立
し
、
布
告
に
は
都
督
名
義
の
署
名
が
必
須
で
あ
っ
た
か
ら
、
李
西

屏
が
黎
の
一
字
を
代
署
し
、
書
記
が
そ
れ
を
清
書
し
て
街
中
に
張
り
出
し

た
。

　
⑪
執
筆
年
不
明
　
鄧
漢
祥
『
黎
都
督
二
三
事
』（
総
統
）

　
　 

諮
議
局
で
会
議
が
開
か
れ
、
黎
元
洪
が
都
督
に
推
さ
れ
た
が
、
黎
は
頑
と
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し
て
承
諾
し
な
か
っ
た
。
皆
は
黎
が
湖
北
人
で
、
履
歴
や
資
質
、
人
望
が

比
較
的
高
く
、
湖
北
に
号
令
す
る
の
に
相
応
し
い
と
認
め
て
い
た
か
ら
、

言
葉
を
尽
く
し
て
是
が
非
に
で
も
黎
に
就
職
を
迫
っ
た
。そ
の
中
で
陳
磊
、

甘
績
熙
等
は
黎
を
罵
り
、
張
振
武
、
蔡
済
民
、
李
翊
東
等
は
さ
ら
に
激
し

く
黎
に
就
職
を
せ
ま
っ
た
が
、
黎
は
黙
し
て
答
え
な
い
。
つ
い
に
後
は
黎

の
署
名
を
す
る
ば
か
り
と
い
う
安
民
布
告
の
書
面
を
黎
に
見
せ
た
が
、
か

ぶ
り
を
振
り
、
手
で
払
い
、「
湖
北
軍
都
督
と
書
い
て
あ
れ
ば
、
黎
の
署

名
な
ど
不
要
だ
ろ
う
」と
言
っ
た
。そ
こ
で
銃
を
取
り
黎
を
脅
す
者
が
あ
っ

た
の
で
、
傍
ら
に
い
た
皆
で
制
止
し
た
の
で
、
そ
れ
以
上
、
黎
は
何
も
言

わ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
十
一
例
の
中
で
、
李
西
屏
の
回
想
録
と
一
致
す
る
、
安
民
布
告
の
発

布
を
記
し
て
い
る
の
は
⑤
張
難
先
、
⑧
胡
祖
舜
、
⑩
李
春
萱
の
三
名
の
み
で
あ

る
。
お
お
よ
そ
の
回
想
録
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
黎
元
洪
が
都
督
へ
の
就
任

を
渋
っ
た
と
い
う
点
の
み
で
あ
り
、
李
西
屏
が
登
場
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
安

民
布
告
の
発
布
に
さ
え
触
れ
て
い
な
い
回
想
録
も
存
在
す
る
。

　
黎
元
洪
は
一
九
二
八
年
に
死
亡
し
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
を
失
っ
て
お
り
、

一
九
二
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
が
床
下
都
督
の
逸
話
を
取

り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
黎
元
洪
の
功
績
を
矮
小
化
し
た
記
録
を
残
そ
う
と
す

る
傾
向
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
黎
元
洪
の
名
誉
の
毀
損
に
繋
が
る
よ
う
な
記

述
が
忌
避
さ
れ
た
事
情
が
、
少
な
く
と
も
一
九
二
八
年
以
降
に
書
か
れ
た
回
想

録
に
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
⑤
に
あ
る
よ
う
に
、
署
名
を
渋
る
黎
元
洪

の
目
前
で
、
抗
議
の
自
死
を
遂
げ
た
革
命
兵
士
が
実
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
場
に
居
合
わ
せ
た
全
員
の
記
憶
に
深
く
残
り
、
武
昌
起
義
に
関
わ
っ
た
人
物

の
回
想
録
に
記
さ
れ
な
い
の
は
、
却
っ
て
不
自
然
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
自
死

す
る
人
物
の
登
場
程
に
刺
激
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
安
民
布
告
の
発
布
が
実

は
黎
の
手
に
よ
る
署
名
で
は
な
く
、
李
西
屏
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
物
語

も
、
馮
天
瑜
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
充
分
に
印
象
的
な
“
伝
奇
式
佳
話
”
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
紀
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
実
際
の

出
来
事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
想
録
に
記
さ
な
い
と
い
う
の
も
、
ま
た

不
自
然
で
も
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
回
想
録
を
執
筆
し
た
各
々
が
、
自
由
に
安
民
布
告
の
発
布
を
物
語

化
さ
せ
た
と
す
る
な
ら
、
上
記
の
三
人
が
揃
っ
て
、
安
民
布
告
は
代
署
さ
れ
、

代
署
し
た
の
は
李
西
屏
と
い
う
よ
う
に
、
物
語
化
が
一
致
し
て
い
る
の
も
奇
妙

で
あ
る
。
人
物
の
重
要
度
を
考
慮
す
れ
ば
、『
中
国
国
民
党
史
稿
』
が
蔡
済
民

に
命
が
け
で
黎
元
洪
に
署
名
を
迫
る
役
割
を
当
て
て
い
る
よ
う
に
、
李
西
屏
よ

り
革
命
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
張
振
武
や
蔡
済
民
に
代
署
さ
せ
た
方
が
自
然

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
果
断
な
振
る
舞
い
を
物
語
の
中
で
担
当
さ

せ
る
の
に
、
李
西
屏
が
相
応
し
い
性
格
の
人
物
と
し
て
、
革
命
派
の
中
で
知
ら

れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
①
に
あ
る
よ
う
に
、
署
名
で
は

な
く
、
押
印
と
い
う
物
語
化
の
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
安
民
布

告
の
物
語
化
は
、
李
西
屏
と
代
署
を
セ
ッ
ト
に
し
た
方
向
性
を
目
指
し
て
進
ん

だ
こ
と
が
窺
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、ど
の
よ
う
な
力
が
働
い
て
、安
民
布
告
の
物
語
化
は
進
ん
で
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３
　
安
民
布
告
の
物
語
化

　
・
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
物
語
化
　
―
曹
亜
伯
『
武
昌
革
命
真
史
』
―

　
そ
こ
で
、
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
⑥
の
曹
亜
伯
『
武
昌
革
命
真

史
』
で
あ
る
。
安
民
布
告
の
逸
話
も
な
く
、
演
劇
的
な
場
面
を
設
け
な
い
描
写
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を
本
筋
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
、“
一
説
に
は
”
と
し
て
、
本
筋
と
は
全
く
か

け
離
れ
た
李
西
屏
が
黎
元
洪
に
強
く
都
督
就
任
を
迫
る
物
語
を
併
記
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
曹
亜
伯
が
本
筋
と
し
て
描
写
し
た
内
容
と
は
異
な
る
物
語
の
挿

入
を
、
強
力
に
曹
亜
伯
に
主
張
し
た
人
物
の
存
在
が
推
察
さ
れ
る
。

　
再
版
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
の
第
四
篇
は
、
総
理
で
あ
る
孫
文
を
筆
頭
に
し

て
、
国
民
党
の
革
命
事
業
に
由
来
を
持
つ
人
物
の
列
伝
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
曹
亜
伯
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
六
年
、

国
民
革
命
軍
が
、
曹
亜
伯
の
居
る
江
蘇
に
進
攻
し
た
際
、
曹
亜
伯
は
数
千
人
の

地
元
民
を
か
き
集
め
て
国
民
革
命
軍
に
呼
応
し
よ
う
と
し
た
が
、
国
民
革
命
軍

の
指
揮
者
に
対
す
る
不
満
を
見
せ
、
上
海
総
司
令
部
に
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
経

験
を
し
た
。
そ
こ
で
抱
い
た
新
た
に
国
民
党
内
で
兵
柄
を
握
っ
た
者
が
、
古
い

革
命
人
士
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
と
い
う
憤
り
か
ら
『
武
昌
革
命
真
史
』

を
著
し
た
が
、
出
版
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
発
禁
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
か
ら

は
自
ら
の
思
い
を
世
に
問
い
か
け
る
意
欲
を
失
い
、
仏
典
に
耽
溺
す
る
日
々
を

送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
李
西
屏
は
上
海
に
あ
っ
て
、
曹
亜
伯
は
昆
山

に
あ
り
、
月
に
一
度
は
必
ず
上
海
の
章
太
炎
の
家
で
落
ち
あ
い
、
丸
一
日
語
り

合
う
こ
と
を
約
し
て
い
た
と
あ
っ
て
、『
武
昌
革
命
真
史
』
の
執
筆
時
期
と
重

な
っ
て
李
西
屏
と
の
深
い
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
列
伝
に
あ
る
よ
う
に
、
曹
亜
伯
の
『
武
昌
革
命
真
史
』
は
出
版
後
、
国
民
党

内
の
権
力
闘
争
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
多
く
の
歴
史
家
か
ら
内
容
に
関
す
る
疑

義
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に
発
禁
処
分
と
な
っ
た
。
①
の
呉
醒
漢

『
武
昌
起
義
三
日
記
』
も
、
そ
の
書
中
で
、『
武
昌
革
命
真
史
』
の
内
容
が
真

実
と
か
け
離
れ
た
描
写
が
多
く
、
筆
者
の
曹
亜
伯
は
武
昌
起
義
に
関
わ
っ
た
関

係
者
か
ら
金
を
も
ら
う
と
、
そ
の
人
物
の
功
績
を
ね
つ
造
す
る
こ
と
す
ら
あ
っ

た
と
痛
罵
し
て
い
る
。
し
か
し
、
程
な
く
国
民
党
内
の
権
力
闘
争
が
過
ぎ
去
る

と
、
瑕
疵
は
あ
る
も
の
の
、
武
昌
起
義
当
時
の
貴
重
な
資
料
が
豊
富
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
は
あ
っ
た
た
め
、
次
第
に
史
料
的
価
値
を
見
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
実
、
一
九
三
〇
年
二
月
二
四
日
発
行
の
申
報
に
『
武
昌

革
命
真
史
』
の
広
告
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
四
五
年

に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
武
昌
起
義
に
関
す
る
書
物
の
中
で
、
最
も
影
響
力
を

持
っ
た
の
は
、
曹
亜
伯
の
『
武
昌
革
命
真
史
』
と
、
⑤
の
張
難
先
『
湖
北
革
命

知
之
録
』
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、李
西
屏
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
曹
亜
伯
は
、『
武
昌
革
命
真
史
』

に
“
一
説
に
は
”
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
、
李
西
屏
が
語
っ
た
安
民
布
告
の
発

布
に
至
っ
た
経
緯
を
挿
入
し
、
そ
れ
は
、
以
降
の
関
係
者
に
よ
る
武
昌
起
義
の

回
想
の
物
語
化
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。

　
初
版
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
と
『
武
昌
革
命
真
史
』
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
出
版

だ
が
、
両
書
の
内
容
か
ら
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
で
は
、
物
語
化
は
、
安
民

布
告
へ
の
代
署
に
ま
で
深
化
し
て
お
ら
ず
、
黎
元
洪
が
都
督
就
任
を
強
固
に
渋

り
、
脅
さ
れ
た
と
い
う
段
階
ま
で
し
か
物
語
化
が
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
安
民
布
告
は
、
黎
が
就
任
を
渋
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
ア
イ

テ
ム
に
過
ぎ
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
①
『
武
昌
起
義
三
日
記
』
に
お
い
て
、

黎
が
安
民
布
告
に
署
名
で
は
な
く
、
押
印
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
曹
亜
伯
が
耳
に
し
た
“
一
説
”
を
唱
え
た
と
思
し
き
李
西
屏
自
身
は
、『
武

昌
革
命
史
』
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
二
七
年
の
段
階
で
、
す
で
に
物
語
化
を
完
了

さ
せ
て
い
た
が
、
曹
亜
伯
が
李
西
屏
の
語
る
“
伝
奇
式
佳
話
”
を
そ
の
ま
ま
挿

入
す
る
こ
と
を
憚
っ
た
と
も
、
李
西
屏
自
身
も
回
想
の
中
の
武
昌
起
義
を
『
中

国
国
民
党
史
稿
』
や
『
武
昌
革
命
真
史
』
と
同
程
度
に
し
か
物
語
化
さ
せ
て
お

ら
ず
、
単
純
に
脅
迫
者
と
し
て
自
身
を
登
場
さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、“
伝
奇
式
佳
話
”
が
一
気
に
完
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
徐
々

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
仮
に
、
李
西
屏
の
影
響
力
が
、
た
ま
た
ま
、
同
じ
江
蘇
に
あ
っ
て
、
親
密
な

交
流
が
あ
っ
た
曹
亜
伯
に
だ
け
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、そ
の
後
の
、

安
民
布
告
の
物
語
化
は
、
曹
亜
伯
の
『
武
昌
革
命
真
史
』
の
み
を
契
機
と
し
て

進
ん
だ
こ
と
に
な
る
が
、
武
昌
起
義
に
参
加
し
た
人
物
達
同
士
の
間
で
、
そ
の

後
、
交
流
が
持
た
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
・
安
民
布
告
の
物
語
化
の
温
床
　
―
「
辛
亥
首
義
同
志
会
」
―

　
武
昌
起
義
に
参
加
し
た
人
物
が
組
織
し
た
団
体
の
活
動
に
関
し
て
は
、
諶
徳

「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

（
華
中
師
範
大
学
碩
士
論
文
二
〇
一
一
年
）
に
詳
し
い
。

　
武
昌
起
義
が
収
束
し
た
後
、
最
初
に
起
義
に
参
加
し
た
兵
士
達
が
組
織
し
た

の
は
、
傷
病
者
の
救
護
や
、
傷
痍
者
へ
の
補
償
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
武
昌
で
の
戦
闘
が
収
束
す
る
と
、
す
ぐ
に
辛
亥
鉄
血
傷
軍
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
武
昌
と
漢
口
に
あ
わ
せ
て
三
か
所
の
休
養
所
が
設
置
さ
れ
、
八
百
名
余
の

傷
病
軍
人
を
収
容
し
た
。
裁
兵
策
を
と
っ
た
黎
元
洪
は
一
九
一
三
年
、
治
療
を

終
え
た
兵
士
の
帰
郷
を
促
す
と
と
も
に
、
傷
痍
の
程
度
に
応
じ
た
終
身
補
償
を

許
可
し
て
い
た
が
、
同
年
十
二
月
、
黎
元
洪
が
袁
世
凱
の
要
請
に
応
じ
て
北
京

に
移
る
と
、
補
償
は
途
絶
え
た
。
そ
の
後
、
傷
痍
軍
人
達
が
各
所
に
訴
え
を
起

こ
し
た
結
果
、
陸
軍
部
は
三
年
の
補
償
、
満
期
に
至
っ
て
さ
ら
に
二
年
の
補
償

を
決
定
し
た
が
、
一
九
一
八
年
に
は
補
償
は
完
全
に
途
絶
え
た
。
傷
痍
軍
人
達

は
武
漢
に
集
ま
り
、
路
上
で
の
物
乞
い
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
広
州
で

孫
文
が
南
方
政
府
を
組
織
す
る
と
、
傷
痍
軍
人
達
の
求
め
に
応
じ
、
武
漢
に
辛

亥
首
義
傷
軍
善
後
督
辦
処
の
設
置
を
許
可
し
た
が
、
支
払
わ
れ
る
補
償
金
は
僅

か
で
あ
り
、
や
が
て
そ
の
活
動
内
容
を
社
会
か
ら
の
募
金
活
動
を
主
と
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
補
償
で
は
な
く
、
武
昌
起
義
の
顕
彰
を
目
的
と
し
た
組
織
は
、
軍
閥

間
の
戦
争
、
北
伐
、
日
中
戦
争
に
よ
る
国
内
混
乱
が
一
段
落
し
た
一
九
四
六
年
、

張
難
先
、
郭
寄
生
、
李
春
萱
、
蔡
漢
卿
、
江
炳
霊
ら
三
六
名
を
発
起
人
と
し
た

辛
亥
首
義
同
志
会
の
誕
生
に
よ
る
。
正
式
発
足
に
伴
っ
た
選
挙
に
よ
り
、
組
織

の
理
事
長
に
居
正
、
代
理
事
長
に
何
成
濬
、
常
務
理
事
に
李
春
萱
、
梁
維
亜
等
、

常
務
監
事
に
張
難
先
等
が
選
出
さ
れ
た
。

　
会
の
構
成
員
は
、
基
本
会
員
と
普
通
会
員
の
別
が
有
り
、
基
本
会
員
は
辛
亥

以
前
か
ら
秘
密
組
織
に
参
加
し
て
い
た
者
か
、
武
昌
起
義
時
に
軍
事
上
あ
る
い

は
政
治
上
で
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
者
と
さ
れ
、
発
起
人
三
名
以
上
の
紹
介
が

あ
り
、
理
事
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
普
通
会
員

は
、
中
華
民
国
に
対
す
る
功
績
が
あ
り
、
会
へ
の
賛
助
を
表
明
し
た
者
と
さ
れ
、

基
本
会
員
三
名
以
上
の
紹
介
が
あ
り
、
理
事
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
会
員
と
な

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
構
成
員
か
ら
成
っ
た
辛
亥
首
義
同
志
会
は
、
当
時
最
大
の
辛
亥

革
命
記
念
組
織
で
あ
り
、
自
身
の
独
特
な
社
会
地
位
を
利
用
し
て
、
記
念
活
動

を
展
開
し
、
会
の
影
響
力
の
向
上
に
努
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
辛
亥
革
命
記
念
活

動
の
全
国
展
開
へ
利
用
し
た
。

　
一
九
四
六
年
の
会
の
誕
生
は
、
そ
れ
以
前
の
時
期
に
、
武
昌
起
義
に
参
加
し

た
者
達
の
間
で
、
辛
亥
革
命
の
記
念
組
織
の
結
成
を
通
し
、
会
の
発
展
と
共
に

武
昌
起
義
の
歴
史
的
意
義
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
、
武
昌
起
義
に
参
加
し
た
自
身

の
社
会
的
地
位
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
機
運
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
辛
亥
首
義
同
志
会
の
発
起
人
に
名
を
連

ね
て
い
る
張
難
先
と
李
春
萱
を
始
め
と
す
る
複
数
の
人
物
の
回
想
録
が
、

一
九
四
四
年
、
一
九
四
五
年
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
へ
の
入
会
条
件
が
、
基
本
会
員
、
普
通
会
員
共
に
、
三
名
の
関
係

（
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者
に
よ
る
紹
介
を
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、こ
の
会
は
、

い
く
つ
も
の
人
間
同
士
の
交
流
の
連
な
り
を
土
壌
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
八
年
五
月
二
十
八
日
の
申
報
は
、「
武
漢
近
聞
」
と
い
う
記
事
の
中
で
、

国
民
党
の
湖
北
省
に
お
け
る
人
事
情
報
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
湖
北
省

の
党
務
指
導
委
員
が
張
難
先
、
漢
口
の
党
務
指
導
委
員
は
李
西
屏
で
あ
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
後
、
触
れ
る
こ
と
に
な
る
、
新
中
国
成
立

後
の
辛
亥
首
義
同
志
会
の
組
織
変
更
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
張
と
李
に
は
遅
く

と
も
、
一
九
二
八
年
に
は
、
既
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
李
西
屏

と
同
じ
物
語
を
共
有
し
て
い
る
、
三
名
の
う
ち
、
張
難
先
と
李
春
萱
は
共
に
辛

亥
首
義
同
志
会
の
発
起
人
で
あ
る
が
、
こ
の
会
の
発
会
準
備
の
前
提
と
な
っ
た

人
間
同
士
の
交
流
の
連
な
り
は
、
い
わ
ば
武
昌
起
義
に
対
す
る
記
憶
の
す
り
合

わ
せ
、
同
一
方
向
へ
の
物
語
化
を
す
す
め
る
温
床
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
再
版
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
の
曹
亜
伯
に
関
す
る
列
伝
は
「
君

歿
于
茲
六
年
矣
、
莫
有
念
其
功
者
、
其
子
弟
又
不
能
知
其
詳
、
翊
東
以
交
深
、

惧
久
湮
没
、
乃
銓
叙
其
事
為
之
伝
」（
訳

：

曹
亜
伯
没
六
年
に
し
て
、
そ
の
功

績
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
者
が
無
く
、
そ
の
子
弟
も
ま
た
彼
の
功
績
を
つ
ま
び
ら

か
に
で
き
な
い
、
李
西
屏
は
曹
君
と
交
際
が
深
く
、
彼
の
功
績
が
消
え
て
し
ま

う
の
を
恐
れ
、
曹
君
の
功
績
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
た
の
で
こ
の
曹
君
の
伝
を
為

し
た
）
と
い
う
一
文
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
一
文
か
ら
、
鄒
魯
が
李
西
屏
に
再
版
『
中
国
国
民
党
史
稿
』
の
取
材
を

し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
李
西
屏
に
対
し
て
信
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
性
に
よ
っ
て
、『
中
国
国
民
党
史
稿
』
に
お
け
る
安
民

布
告
の
逸
話
が
改
変
さ
れ
た
理
由
は
説
明
で
き
る
と
も
思
え
る
が
、
再
版
『
中

国
国
民
党
史
稿
』
の
鄒
魯
の
巻
頭
自
序
の
日
付
は
、
民
国
二
十
七
年
（
一
九
三
八

年
）
で
あ
る
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
「
黎
に
都
督
就
任
を
迫
る
李
西
屏
」

が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
は
「
黎
に
安
民
布
告
を
手
に
し
て
署
名
を
迫
る
李

西
屏
」
に
ま
で
物
語
は
進
化
し
、
つ
い
に
は
一
九
四
〇
年
代
に
入
っ
て
、
李
西

屏
自
身
の
回
想
録
『
武
昌
首
義
紀
事
』
に
あ
る
よ
う
に
、「
黎
元
洪
の
署
名
を

代
署
し
た
李
西
屏
」
へ
到
達
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
・
李
西
屏
の
辛
亥
首
義
同
志
会
へ
の
関
与

　『
李
西
屏
文
集
』
に
あ
る
李
西
屏
が
自
己
申
告
し
た
履
歴
表
に
よ
る
と
、
李

西
屏
は
一
九
二
五
年
、
西
山
会
議
派
が
上
海
で
開
催
し
た
中
国
国
民
党
代
表
大

会
に
出
席
し
て
お
り
、
元
来
は
国
共
合
作
に
反
対
し
た
国
民
党
西
山
派
の
人
物

で
あ
る
。
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
は
一
貫
し
て
反
蒋
活
動
に
身
を

置
き
、
一
九
四
七
年
に
、
漢
口
で
中
国
国
民
党
民
主
派
に
加
入
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
中
国
国
民
党
民
主
派
は
、
中
華
民
族
革
命
同
盟
等
の
流
れ
を
く
む

三
民
主
義
同
士
連
合
会
と
共
に
内
戦
中
に
香
港
に
脱
出
し
た
反
蒋
介
石
左
派
グ

ル
ー
プ
と
結
集
し
、
孫
文
の
国
共
合
作
時
の
路
線
を
復
活
さ
せ
、
孫
文
の
教
え

を
発
展
的
に
継
承
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
中
国
国
民
党
革
命
委
員
会
、
い
わ

ゆ
る
民
革
を
結
成
す
る
。

　
一
九
四
九
年
五
月
、
武
漢
三
鎮
が
共
産
党
の
支
配
下
に
移
る
と
、
武
漢
軍
事

管
制
委
員
会
は
、
張
難
先
、
李
書
城
、
耿
伯
釗
、
李
西
屏
、
江
炳
霊
、
熊
晋
槐
、

潘
正
道
を
整
理
委
員
に
指
名
し
、
辛
亥
首
義
同
志
会
整
理
委
員
会
を
設
立
さ
せ

る
こ
と
を
下
達
す
る
と
同
時
に
、
張
難
先
を
主
任
委
員
に
、
李
西
屏
を
秘
書
長

に
指
定
し
た
。
こ
の
整
理
は
、
民
国
誕
生
以
降
の
三
十
八
年
間
に
及
ぶ
長
期
の

革
命
戦
争
の
混
乱
で
、
同
志
会
の
会
員
に
入
り
込
ん
だ
、「
起
義
時
に
敵
対
行

動
や
逃
亡
し
た
者
」「
帝
政
復
活
時
に
袁
世
凱
に
投
降
し
た
者
」「
軍
閥
側
の
ス

パ
イ
と
し
て
働
い
た
者
」「
日
中
戦
争
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ
て
加
入
し
た
者
」「
現

政
府
に
対
し
て
反
動
行
為
の
あ
っ
た
者
」
を
あ
ぶ
り
出
す
為
に
行
わ
れ
、

（
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一
九
五
〇
年
七
月
の
整
理
終
了
の
宣
告
ま
で
の
間
に
、約
千
四
百
名
を
審
査
し
、

約
八
百
名
を
不
合
格
と
し
た
。

　
新
中
国
成
立
以
降
、
共
産
党
は
辛
亥
革
命
精
神
の
高
揚
が
統
治
に
資
す
る
と

し
て
、
積
極
的
に
辛
亥
首
義
同
志
会
に
よ
る
武
昌
起
義
の
顕
彰
事
業
を
後
援
し

た
が
、
国
共
内
戦
に
よ
る
国
内
の
経
済
的
疲
弊
が
激
し
く
、
活
動
の
中
心
は
生

活
に
困
窮
す
る
同
志
の
救
済
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
五
〇
年
、

湖
北
省
政
府
が
周
恩
来
総
理
に
、
困
窮
し
た
同
志
会
を
救
う
た
め
の
食
糧
援
助

を
求
め
、
百
ト
ン
の
米
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
、
湖
北
省
人
民

政
府
と
武
漢
市
人
民
政
府
は
、
湖
北
省
人
民
政
府
臨
時
救
済
武
漢
市
辛
亥
首
義

同
志
会
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
、
張
難
先
を
主
任
委
員
、
熊
慶
槐
、
鄺
林
を
副

主
任
委
員
、
李
西
屏
、
江
炳
霊
等
を
委
員
に
指
名
し
た
。

　
新
中
国
誕
生
後
の
、
辛
亥
首
義
同
志
会
の
人
事
変
化
か
ら
は
、
先
に
も
述
べ

た
通
り
、
張
難
先
と
李
西
屏
の
繋
が
り
と
、
秘
書
長
に
抜
擢
さ
れ
る
程
の
李
西

屏
の
共
産
党
か
ら
の
信
認
を
窺
え
る
。
共
産
党
で
は
な
く
、
民
革
に
党
籍
を
置

く
者
の
政
治
資
源
は
、
反
蒋
介
石
活
動
履
歴
と
、
辛
亥
革
命
時
に
お
け
る
功
績

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
李
西
屏
自
身
の
申
告
し
た
履
歴
を
信
ず
る
な
ら
、

李
の
反
蒋
活
動
は
、特
務
員
に
よ
る
暗
殺
未
遂
が
起
こ
っ
た
程
に
活
発
で
あ
り
、

辛
亥
革
命
に
お
け
る
自
身
の
功
績
は
、
自
著
『
武
昌
首
義
紀
事
』
だ
け
で
な
く
、

国
民
党
時
代
か
ら
辛
亥
首
義
同
志
会
の
役
員
を
務
め
た
張
難
先
の
『
湖
北
革
命

知
之
録
』
等
を
根
拠
に
、
黎
元
洪
に
代
わ
っ
て
安
民
布
告
に
署
名
し
た
こ
と
を

主
張
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　
辛
亥
首
義
同
志
会
の
活
動
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
同
志
会
の
メ
ン
バ
ー
に

な
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
武
昌
起
義
に
参
加
し
た
古
参
革
命
家
と
し
て
公
認
さ

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
革
命
党
の
支
配
す
る
社
会
に
あ
っ
て
は
特
権
的
な

身
分
の
獲
得
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

新
中
国
誕
生
後
の
整
理
活
動
で
は
、
少
な
く
な
い
申
請
者
が
審
査
に
不
合
格
と

な
っ
て
お
り
、
審
査
条
件
、
特
に
「
現
政
府
に
対
し
て
反
動
行
為
の
あ
っ
た
者
」

と
い
う
条
件
を
鑑
み
れ
ば
、
共
産
党
の
意
向
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
武
漢

軍
事
管
制
委
員
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
主
任
委
員
、
秘
書
長
に
指
名
さ
れ
た
張

難
先
と
李
西
屏
の
判
断
が
、
そ
の
審
査
に
強
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
も
、
活
動
の
中
心
が
困
窮
す
る
同
志
の
救
済
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
政

府
か
ら
の
救
済
米
の
配
布
に
関
す
る
差
配
も
担
当
し
た
と
あ
れ
ば
、
二
人
が
語

る
武
昌
起
義
の
物
語
が
、
武
昌
起
義
に
参
加
し
た
者
か
ら
公
然
と
異
を
唱
え
ら

れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
李
西
屏
の
安
民
布
告
代
署
の
逸
話
は
、
武
昌
起
義
の
生

き
証
人
達
に
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
博

物
館
に
展
示
さ
れ
る
ま
で
の“
伝
奇
式
佳
話
”に
引
き
上
げ
た
も
の
は
何
で
あ
っ

た
か
、
新
中
国
成
立
後
の
湖
北
省
の
歴
史
を
俯
瞰
す
る
。

４
　
新
中
国
誕
生
後
の
李
西
屏
の
政
治
的
権
威

　
・
新
中
国
誕
生
後
の
湖
北
省
に
お
け
る
李
西
屏

　
新
中
国
に
お
け
る
最
大
の
革
命
事
業
は
土
地
革
命
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
多
く
の
農
民
を
共
産
党
の
味
方
に
す
る
唯
一
の
方
法

は
、
具
体
的
に
は
広
大
な
農
地
を
有
す
る
地
主
か
ら
土
地
を
奪
い
、
そ
れ
を
小

作
に
与
え
、
自
作
農
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
地
主
と
い
っ
て
も
程
度

に
差
が
あ
り
、
ど
こ
ま
で
を
土
地
没
収
の
対
象
と
す
る
か
の
線
引
き
が
困
難
で

あ
っ
た
。

　
湖
北
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
湖
北
省
志
・
政
党
社
団
』
に
よ
れ
ば
、
湖

北
省
で
は
、
一
九
五
〇
年
の
土
地
改
革
運
動
以
降
、
一
部
民
主
党
派
人
士
、
特

（
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に
知
民
人
士
及
び
商
工
業
者
が
、
土
地
改
革
問
題
の
障
害
に
な
り
、
農
村
清
算

闘
争
を
惹
起
し
、
あ
る
種
の
恐
慌
状
態
を
招
い
た
。
湖
北
省
共
産
党
の
幹
部
は
、

民
主
党
派
人
士
の
自
発
的
参
加
を
基
調
と
し
て
、
学
習
さ
せ
、
土
地
改
革
運
動

に
参
加
さ
せ
る
中
で
問
題
意
識
を
高
め
、目
覚
し
い
効
果
を
挙
げ
た
と
あ
る
が
、

そ
の
具
体
策
の
中
に
、
李
西
屏
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
土
地
改
革
法
と
政
務
院
『
関
于
画
分
農
村
階
級
成
分
的
決
定
』
公
布
後
、
李

西
屏
が
招
集
人
と
な
っ
て
宣
伝
・
集
会
が
複
数
回
開
か
れ
た
。
土
地
改
革
に
対

す
る
明
確
な
態
度
と
、
農
民
を
擁
護
し
よ
う
と
い
う
ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
を
も
っ

て
臨
み
、
都
市
在
住
の
農
村
地
主
と
土
地
問
題
の
円
満
解
決
の
為
に
協
力
し
助

け
合
い
、
正
直
に
清
算
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
督
促
す
る
こ
と
で
、
農
民
の
正

義
の
闘
争
を
支
援
し
た
。

　『
湖
北
省
史
』
の
記
述
に
基
ず
け
ば
、
李
西
屏
が
中
心
と
な
り
、
宣
伝
を
繰

り
返
し
、
民
主
派
人
士
と
の
集
会
の
中
で
粘
り
強
く
理
を
尽
く
し
た
説
得
の
末

に
、
目
覚
ま
し
い
効
果
が
あ
が
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
起
こ
っ

た
民
革
内
部
に
お
け
る
、
整
風
運
動
の
様
子
に
眼
を
向
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、

李
西
屏
が
問
題
解
決
に
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
な

ぜ
、
共
産
党
が
民
主
派
人
士
が
障
壁
と
な
っ
た
問
題
の
解
決
に
、
李
西
屏
を
起

用
し
た
の
か
の
解
答
が
潜
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
民
革
は
中
国
国
民
党
民
主
促
進
会
、
三
民
主
義
同
志
聯
合
会
、
民
主
革
命
同

盟
の
三
団
体
が
一
九
四
八
年
に
合
併
し
た
組
織
で
あ
っ
た
が
、
成
員
の
規
定
が

厳
密
で
は
無
く
、
成
分
が
複
雑
あ
っ
た
た
め
、
一
九
四
九
年
の
秋
、
民
革
中
央

は
地
方
支
部
の
活
動
を
停
止
し
成
員
整
理
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。
湖
北
省
で

は
、
一
九
五
〇
年
二
月
に
民
革
湖
北
省
分
部
籌
備
委
員
会
の
設
立
が
民
革
中
央

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
中
央
か
ら
十
一
名
の
籌
備
委
員
が
派
遣
さ
れ
、
五
月
六

日
に
第
一
次
籌
備
会
議
は
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
の
召
集
人
と

し
て
指
名
さ
れ
た
の
は
李
西
屏
で
あ
っ
た
。
六
月
一
日
、
民
革
湖
北
省
分
部
籌

備
委
員
会
が
正
式
に
成
立
し
、
成
員
の
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
三
十
五
人
の

逮
捕
者
が
あ
り
、
う
ち
二
名
に
は
死
刑
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
六

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
整
風
運
動
で
も
三
十
名
か
ら
党
籍
を
剥
奪
、“
不
良

分
子
”
を
洗
い
出
し
た
。

　
整
風
運
動
に
伴
う
粛
清
は
、
共
産
党
に
固
有
の
現
象
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
、

民
革
に
も
存
在
し
、
党
籍
剥
奪
者
だ
け
で
な
く
、
二
名
の
死
刑
判
決
者
を
出
す

程
に
苛
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
、
既
に
辛
亥
首
義
同
志
会
整
理
委

員
会
の
秘
書
長
に
指
名
さ
れ
る
程
、
共
産
党
と
の
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た

李
西
屏
は
、
そ
れ
を
背
景
に
、
不
良
分
子
を
粛
清
す
る
程
の
力
を
持
ち
、
土
地

問
題
を
惹
起
し
た
民
党
派
人
士
に
強
権
を
発
揮
し
、“
目
覚
ま
し
い
効
果
を
あ

げ
た
”
こ
と
が
窺
え
る
。

　
中
華
人
民
共
和
国
の
政
治
支
配
の
建
前
は
、
共
産
党
と
民
主
党
派
の
連
合
体

で
あ
る
政
治
協
商
会
議
に
依
っ
て
い
る
。
湖
北
省
で
は
、
一
九
五
〇
年
の
第
一

届
各
界
人
民
代
表
会
議
協
商
委
員
会
が
開
か
れ
て
か
ら
、
一
九
五
五
年
の
中
国

人
民
政
治
協
商
会
議
湖
北
省
委
員
会
へ
の
名
称
変
更
を
経
て
、
李
西
屏
が
死
亡

し
た
一
九
六
〇
年
ま
で
の
間
に
、
四
期
の
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
李
西
屏
は

初
回
か
ら
駐
会
委
員
（
委
員
会
の
名
称
変
更
後
は
常
務
委
員
）
で
有
り
続
け
た

し
、
後
半
の
二
期
に
関
し
て
は
副
主
席
を
務
め
て
い
る
。
一
九
五
七
年
に
は
、

右
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
て
自
殺
し
た
民
革
籍
の
副
主
席
耿
伯
釗
が
存
在
し

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
生
涯
に
渡
っ
て
共
産
党
と
の
良
好
な
関
係
を
保
っ
た
李

西
屏
が
、第
一
届
全
国
人
民
代
表
大
会
の
湖
北
省
代
表
に
選
出
さ
れ
た
よ
う
に
、

省
内
民
主
派
の
中
で
も
っ
と
も
権
威
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で

き
よ
う
。

　
人
民
代
表
会
議
協
商
委
員
会
の
「
省
政
協
的
主
要
工
作
」
に
よ
る
と
、
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一
九
五
五
年
二
月
か
ら
一
九
五
九
年
五
月
の
第
一
届
省
政
協
政
治
協
商
的
一
系

列
問
題
に
は
、
兵
役
法
、
新
人
民
幣
発
行
と
旧
人
民
幣
回
収
な
ど
と
並
ん
で
、

辛
亥
首
義
老
人
生
活
安
拝
問
題
、
武
漢
地
区
六
十
二
名
起
義
軍
官
定
級
問
題
、

省
文
史
館
館
員
生
活
待
遇
調
整
問
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
武
昌
起
義
に
か
ら
ん

だ
問
題
の
提
起
は
、
経
歴
か
ら
し
て
民
革
所
属
の
委
員
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
武
昌
起
義
に
関
す
る
記
録
に
対
す
る
李
翊
東
の
影
響
力

の
強
さ
が
窺
え
る
。

　
・『
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
』
と
李
西
屏

　
安
民
布
告
と
李
西
屏
の
肖
像
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
辛
亥
革
命
武
昌
起
義

紀
念
館
が
、
い
つ
頃
か
ら
博
物
館
利
用
さ
れ
て
き
た
の
か
を
示
す
明
確
な
史
料

は
見
当
た
ら
な
い
。
紀
念
館
の
公
式
サ
イ
ト
上
で
も
、
そ
の
始
ま
り
を
、

一
九
七
九
年
三
月
七
日
に
宋
慶
齢
が
、
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
と
い
う
扁

額
を
書
し
た
こ
と
か
ら
開
始
し
て
い
る
が
、
一
九
六
一
年
に
は
、
赤
い
煉
瓦
作

り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
紅
楼
と
呼
ば
れ
る
建
造
物
自
体
は
、
武
昌
起
義
軍
政
府

旧
址
と
し
て
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
紅
楼

は
一
九
四
九
年
以
降
、
湖
北
省
委
員
会
の
事
務
所
兼
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
、

政
府
機
関
が
紅
楼
か
ら
場
所
を
移
し
た
の
は
一
九
八
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
博
物
館
と
し
て
の
名
称
も
、
二
〇
〇
一
年
、
新
た
な
辛
亥
革
命
博
物
館

の
建
造
に
む
け
て
、
辛
亥
首
義
紀
念
館
か
ら
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
に
改

称
し
た
と
あ
っ
て
、
宋
慶
齢
の
扁
額
を
そ
の
始
ま
り
と
す
る
の
も
疑
問
の
残
る

所
で
あ
る
。

　
仮
に
政
府
機
関
と
し
て
使
用
に
供
さ
れ
つ
つ
も
、
同
時
に
武
昌
起
義
に
ま
つ

わ
る
文
物
の
保
存
が
行
わ
れ
、博
物
館
に
類
似
し
た
機
能
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

文
化
大
革
命
の
混
乱
で
、
展
示
物
や
博
物
館
と
し
て
の
履
歴
史
料
が
散
逸
し
た

と
い
う
こ
と
は
想
像
に
易
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
四
九
年
十
一
月
十
日
、
李
西
屏
は
辛
亥
首
義
同
志
会
秘
書
長
の
立
場
か

ら
、
湖
北
省
人
民
政
府
に
、
辛
亥
首
義
烈
士
祠
内
に
湖
北
革
命
歴
史
博
物
館
を

付
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
提
案
書
の
中
で
、
辛
亥
革
命
の
中
国
近
代
史

上
に
お
け
る
重
要
な
作
用
や
、
国
外
で
は
革
命
の
遺
産
の
保
護
が
重
視
さ
れ
て

い
る
例
を
説
き
、
政
府
が
湖
北
省
革
命
歴
史
博
物
館
を
設
立
す
る
こ
と
を
訴
え

て
い
る
。
一
九
五
〇
年
五
月
六
日
、
湖
北
省
人
民
政
府
委
員
会
第
一
次
会
会
議

に
お
い
て
、
こ
の
提
案
は
通
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
湖
北
省
革
命
歴
史
博

物
館
な
る
も
の
が
設
立
さ
れ
た
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
の
公
式
サ
イ
ト
に
於
い
て
、「
本
館

大
事
記
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
年
表
で
は
、
一
九
七
九
年
三
月
七
日
に
宋
慶

齢
に
よ
る
扁
額
の
揮
毫
に
続
い
て
、
同
年
八
月
一
日
、
秘
書
長
の
李
西
屏
と
同

時
に
辛
亥
首
義
同
志
会
主
任
委
員
と
な
っ
た
張
難
先
の
子
息
、
張
徹
生
か
ら
の

辛
亥
革
命
に
関
す
る
貴
重
品
二
十
五
点
の
寄
贈
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
博
物
館

と
し
て
の
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
と
辛
亥
首
義
同
志
会
の
関
係
性
が
窺
が

わ
れ
る
。
一
九
六
〇
年
の
李
西
屏
の
死
後
に
、
博
物
館
と
し
て
の
機
能
が
整
え

ら
れ
た
と
し
て
も
、
湖
北
省
重
鎮
が
語
っ
た
武
昌
起
義
の
内
容
を
伝
え
る
た
め

に
、
李
西
屏
の
肖
像
写
真
と
安
民
布
告
の
展
示
が
行
わ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
湖
北
省
内
の
李
西
屏
の
政
治
的
地
位
を
考
え
れ
ば
、
政
府

機
関
と
し
て
紅
楼
が
使
用
さ
れ
て
い
た
当
時
か
ら
、
建
物
に
由
来
し
た
“
伝
奇

式
佳
話
”
へ
の
顕
彰
と
し
て
、
展
示
が
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
湖
北
省
辛
亥
革
命
歴
史
博
物
館
の
設
立
を
願
っ
た
李
西

屏
の
熱
意
は
、
李
西
屏
の
回
想
し
た
武
昌
起
義
を
、
つ
い
に
辛
亥
革
命
武
昌
起

義
紀
念
館
に
、
安
民
布
告
と
肖
像
写
真
を
展
示
す
る
と
い
う
形
で
報
わ
れ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　
武
昌
起
義
に
際
し
て
、
都
督
名
義
で
布
告
へ
の
署
名
を
渋
る
黎
元
洪
に
代

わ
っ
て
李
西
屏
が
署
名
し
た
と
い
う
出
来
事
に
関
し
て
は
、
武
昌
起
義
直
後
に

全
く
そ
の
よ
う
な
逸
話
が
語
れ
る
事
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
上
に
、
後
年
、
回
想

録
に
そ
の
逸
話
を
記
す
人
物
が
複
数
存
在
は
し
て
も
、
内
容
に
食
い
違
う
部
分

が
多
く
、
や
は
り
、
徐
々
に
物
語
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
完
成
し
た
の
は

一
九
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
代
、

李
西
屏
の
政
治
的
影
響
力
の
高
ま
り
に
付
随
し
て
、
公
認
さ
れ
る
よ
う
な
“
伝

奇
式
佳
話
”
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
、
共
産
党
が
、
国
民
党
と
「
偉
大
な
革
命
家
で
あ
る
孫
文
が
率
い
た

辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
清
朝
を
滅
ぼ
し
た
」
と
い
う
歴
史
観
を
共
有
し
、
新
中
国

誕
生
後
も
、
辛
亥
革
命
に
参
加
し
た
人
物
を
古
参
革
命
家
と
し
て
優
遇
し
た
こ

と
で
、
徐
々
に
権
威
化
し
て
い
っ
た
過
程
と
も
重
な
っ
て
い
よ
う
。

　
李
西
屏
は
、
武
昌
起
義
に
お
け
る
自
己
の
功
績
を
物
語
化
し
、
自
身
の
政
治

的
権
威
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
博
物
館
に
刻
み
、
歴
史
を
作
っ
た
と
も
言
え
る
が
、

そ
れ
は
、
凡
そ
歴
史
と
言
わ
れ
る
も
の
の
創
造
に
共
通
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ

る
と
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
辛
亥
革
命
武
昌
起
義
紀
念
館
の
正
面
に
は
、
孫

文
の
銅
像
が
据
え
ら
れ
て
い
る
が
、
辛
亥
革
命
と
孫
文
を
密
接
に
想
起
す
る
多

く
の
人
に
共
有
さ
れ
て
い
る
思
考
回
路
は
、
そ
の
こ
と
に
全
く
疑
問
を
抱
か
せ

な
い
。
し
か
し
、
武
昌
起
義
勃
発
当
時
、
孫
文
は
ア
メ
リ
カ
に
居
て
、
武
昌
起

義
と
は
直
接
関
係
が
な
い
人
物
で
あ
る
。

　
大
き
な
事
件
が
起
こ
り
、そ
の
出
来
事
に
対
し
て
の
解
釈
と
検
証
が
な
さ
れ
、

歴
史
叙
述
と
し
て
定
着
し
て
い
く
為
に
は
、
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
時

間
が
長
き
に
渡
っ
て
、
革
命
政
党
で
あ
る
国
民
党
と
共
産
党
の
一
党
支
配
下
で

熟
成
さ
れ
て
き
た
辛
亥
革
命
は
、
多
く
の
物
語
化
が
重
層
的
に
重
な
っ
た
事
象

で
あ
り
、
辛
亥
革
命
と
孫
文
を
密
接
に
想
起
す
る
回
路
は
、
既
存
の
辛
亥
革
命

研
究
や
、
研
究
の
前
提
と
な
っ
た
史
料
に
も
少
な
く
な
い
影
響
を
与
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
）
村
田
雄
二
郎
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
中
の
辛
亥
革
命
」（
辛
亥
革
命
百
周
年

記
念
論
集
編
集
委
員
会
編
『
総
合
研
究
辛
亥
革
命
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
収
蔵

（
2
）
王
奇
生
「「
神
聖
」
か
ら
「
唾
棄
」
へ
」（
深
町
英
夫
編
『
中
国
議
会
１
０
０
年
史
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
収
蔵

（
３
）
見
城
悌
治
・
坂
本
秀
幸
「
長
崎
医
学
専
門
学
校
中
国
留
学
生
の
赤
十
字
隊
と
「
辛
亥

革
命
」（『
千
葉
大
学
国
際
教
養
学
紀
要
』
第
４
号
、
二
〇
二
〇
年
）
収
蔵

（
４
）
馮
天
瑜
「
黎
元
洪
出
任
辛
亥
革
命
卾
軍
都
督
始
末
」
華
中
師
範
大
学
学
報
２
０
１
０

年
第
６
期

（
５
）
厳
昌
洪
「
章
太
炎
修
改
《
大
統
領
黎
公
碑
》
考
議
」
歴
史
研
究
二
〇
一
〇
年
第
四
期

（
６
）
羅
福
恵
・
朱
英
主
編
『
辛
亥
革
命
的
百
年
記
憶
与
詮
釈 

第
三
巻
』（
華
中
師
範
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
八
十
頁

（
７
）
前
掲
『
辛
亥
革
命
的
百
年
記
憶
与
詮
釈 

第
三
巻
』
八
十
二
頁

（
８
）
諶
徳
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

（
華
中
師
範
大
学
碩
士
論
文
二
〇
一
一
年
）
十
三
頁

（
９
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

九
頁

（
10
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

二
十
一
頁

（
11
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

二
十
二
頁

（
12
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

二
十
三
頁

（
13
）
諸
星
清
佳
『
中
国
革
命
の
夢
が
潰
え
た
と
き
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
）

九
十
七
頁

（
14
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

四
十
一
頁

（
15
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」
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権威化する辛亥革命（坂本）

四
十
七
頁

（
16
）
横
山
宏
章
『
中
華
民
国
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
七
年
）
二
百
二
十
頁

（
17
）
湖
北
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
湖
北
省
志
・
政
党
社
団
』（
湖
北
人
民
出
版
社
）

百
八
十
九
頁

（
18
）
前
掲
『
湖
北
省
志
・
政
党
社
団
』
二
百
九
頁

（
19
）
前
掲
『
湖
北
省
志
・
政
党
社
団
』
二
百
一
頁

（
20
）「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
湖
北
省
委
員
会
」
前
掲
『
湖
北
省
志
・
政
党
社
団
』
収

蔵（21
）
前
掲
『
湖
北
省
志
・
政
党
社
団
』
四
百
五
十
二
頁

（
22
）
羅
福
恵
・
朱
英
主
編
『
辛
亥
革
命
的
百
年
記
憶
与
詮
釈 

第
四
巻
』（
華
中
師
範
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
百
五
十
九
頁

（
23
）
前
掲
「
紀
念
辛
亥
革
命
活
動
研
究
―
以
辛
亥
首
義
同
志
会
及
相
関
紀
念
組
織
為
中
心
」

五
十
頁


